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個
性
派
揃
い
の

七
福
神
！

御分体（御神体の分身）▲御分体（御神体の分身）▲

❶
毘
沙
門
天

イ
ン
ド
の
神
様
で
、
右
手

に
矛
、
左
手
に
多
宝
塔
を

か
か
げ
て
い
ま
す
。

❹
弁
財
天

も
と
は
イ
ン
ド
の
水
辺
の

女
神
で
、
琵
琶
を
奏
で
る

姿
の
、
音
楽
、
弁
才
、
財

福
を
司
る
女
神
で
す
。

❷
寿
老
神

人
々
の
安
全
と
健
康
を
守

る
中
国
の
延
命
長
寿
の
神

様
で
す
。

❸
福
禄
寿

中
国
の
神
様
で
南
極
星
の

化
身
と
い
わ
れ
、
福
徳
を

授
け
て
く
れ
ま
す
。

隅田川七福会
佐原滋元会長

すみだ観光ガイドの会
今本孝子さん

隅田川七福神めぐりの隅田川七福神めぐりの
ホームページはこちらホームページはこちら

Q
七
福
神
は
各
地
域
に
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
隅
田
川
七
福

神
の
特
徴
は
？

■■
隅
田
川
七
福
神
は
、
文
化
人

が
発
祥
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
特
徴
で
す
。 「
寿
老
人
」

も
こ
こ
で
は
「
寿
老
神
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
祀
っ
て
い

る
の
が
白
鬚
神
社
な
の
で
、

「
神
」
と
い
う
字
を
当
て
て

い
る
の
で
す
。
し
ゃ
れ
が
効

い
て
い
る
の
で
す
よ
。

Q
七
福
神
の
見
ど
こ
ろ
は
？

■■
隅
田
川
七
福
神
は
、
隅
田

川
の
土
手
に
沿
っ
て
い
る
の

で
、
風ふ

う

光こ
う

明め
い

媚び

で
め
ぐ
り
や

す
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
正
月
に
集
め
る
こ

と
が
で
き
る
御
分
体
は
、
ご

利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
の
で
、
ぜ
ひ
集
め
て
み
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
一

年
に
一
つ
ず
つ
集
め
て
も
い

い
し
、
一
年
で
七
体
集
め
て

み
て
も
い
い
。
船
に
乗
せ
る

順
番
も
自
分
が
好
き
な
順
に

乗
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
向
島
百
花
園
で
、
隅
田
川
七
福
会
会
長
で
あ
る
佐
原
会
長
と
、
今

回
、
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ
い
た
す
み
だ
観
光
ガ
イ
ド
の
会
の
今
本

さ
ん
に
、
隅
田
川
七
福
神
め
ぐ
り
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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七
福
神
め
ぐ
り
の

　
歴
史
に
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い
て
教
え
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時
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始
め

ら
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隅
田
川
七
福
神
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ぐ
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2
0
0
年
以
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歴

史
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持
つ
都
内
最
古
の
七
福

神
め
ぐ
り
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

Q
墨
田
区
な
ら
で
は
の

　
魅
力
は
？
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福
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ぐ
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戸
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息
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味
わ
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こ
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き
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街
で
す
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方

で
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京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
R
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京
ミ
ズ
マ
チ
R
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“
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”
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ひ
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さ
い
。
鹿
沼
の
皆
さ
ま
の

ご
来
訪
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か
ら
お
待
ち
し
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す
。

　
鹿
沼
市
と
東
京
都
墨
田
区
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
墨
田
区
の
校
外
学
習
施
設
「
あ
わ

　
鹿
沼
市
と
東
京
都
墨
田
区
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
墨
田
区
の
校
外
学
習
施
設
「
あ
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の
自
然
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に
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が
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。
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野

の
自
然
学
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」
が
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。
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に
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互
友
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協
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の
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よ
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よ
り
創
案
さ
れ
、
初
春
の
行
楽
行
事
と
し

て
盛
ん
に
行
わ
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。
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い
ち
ご
市
の
本
棚

年
末
年
始
の

業
務
案
内

移
動
ス
ー
パ
ー

／
施
設
紹
介

移
住
定
住

市
民
の
ひ
ろ
ば

友
好
都
市・墨
田
区

女
性
活
躍
カ
ン
パ
ニ
ー

／
更
生
支
援

フ
ラ
ッ
シ
ュ
／

み
ん
な
の
健
康

お
知
ら
せ

友
好
都
市・墨
田
区

❹
弁
財
天

も
と
は
イ
ン
ド
の
水
辺
の

女
神
で
、
琵
琶
を
奏
で
る

姿
の
、
音
楽
、
弁
才
、
財

福
を
司
る
女
神
で
す
。

❺
布
袋
尊

中
国
に
実
在
し
た
禅
僧
で
、

無
邪
気
で
無
欲
な
心
の
豊

か
さ
を
諭
す
神
様
で
す
。

❻
恵
比
寿
神

大
漁
の
神
様
と
し
て
示
さ

れ
、
室
町
時
代
ご
ろ
か
ら

は
商
売
繁
盛
の
神
様
と
し

て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

❼
大
国
神

三
囲
神
社
で
は
、
日
本
古

来
の
神
様
で
、
神
話
に
登

場
す
る
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
と

と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

❻❼恵比寿神・大国神（三
み

囲
めぐり

神
じん

社
じゃ

）

❺布袋尊（弘
こう

福
ふく

寺
じ

）

❹弁財天（長
ちょう

命
めい

寺
じ

）

❷寿老神（白
しら

鬚
ひげ

神
じん

社
じゃ

）

❶毘沙門天（多
た

聞
もん

寺
じ

）

隅田川七福神めぐりコースマップ

❸福禄寿（向
むこう

島
じま

百
ひゃっ

花
か

園
えん

）

　　　　　　　　　　▶
１月１日〜７日の期間は、
寄書き用色紙に御朱印を
集めることができます。
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春
の
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楽
行
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と
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て
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ん
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ま
し
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昔
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盛
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し
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。

ね
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こ
と
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き
ま
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今回は、多聞寺から巡る
ルートをご紹介します！


